
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所 保安規定）【２９】 

２．日 時：令和２年８月４日 １０時００分～１１時４５分 

３．場 所：原子力規制庁８階Ａ会議室（TV 会議システムを利用） 

４．出席者（※…TV 会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

義崎管理官補佐、角谷安全審査官、照井安全審査官、桐原調整係長 

実用炉監視部門 

平田上席監視指導官、久光上級原子炉解析専門官（ＢＷＲ班）※ 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社  

原子力運営管理部 保安管理Ｇ マネージャー 他１８名※ 

 日本原子力発電株式会社 

  発電管理室 プラント管理Ｇｒ 担当 他１名※ 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、令和２年３月３０日に提出さ

れた柏崎刈羽原子力発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書の内容

について、令和２年７月３０日及び８月３日の提出資料に基づき説明が

あった。 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

〇 柏崎刈羽７号炉の審査を踏まえ、ＢＷＲ保安規定基本方針のＬＣＯ適 

用期間等を見直す場合、同基本方針の変更案の審査会合への付議の仕

方をＢＷＲ電力内で検討すること。 

〇 保安規定６６－１４－２（ＢＯＰ閉止措置）の要求される措置である 

「ＢＯＰの閉止状況を確認する」については、運転中に想定される重

大事故に対応するものであり、停止時には必要がない旨を明確にする

こと。 

〇 コメント回答に引用している工認資料が最新版であるか確認するとと

もに、７号機の非常用ディーゼル発電機の発電所を安全に停止させる

ための負荷として５号機原子炉建屋緊急時対策所が含まれるとの説

明であれば、工認資料において明確にすること。 

〇 復水貯蔵槽を水源とした原子炉隔離時冷却系の実条件性能確認に関

し、原子力安全に対するリスクも踏まえた上で起動工程上の実施のタ

イミング、実施方法等について説明すること。  

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、了解した旨の回答があった。 



 

 

６．その他 

関係資料：なし 


